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１ページ 春の浅瀬石川ダム・津軽ダム
２ページ 着任のご挨拶
３ページ 離任のご挨拶
４ページ 春のライトアップ情報

白神が故郷橋パークオープン



（２）
岩木川ダム統管だより

岩木川ダム統合管理事務所

（浅瀬石川ダム・津軽ダム）

事務所長 槙田雅士

令和３年４月１日付けで、東北地方整備局河川部広域水管理官から岩木川ダム統

合管理事務所長を拝命した槙田雅士です。

青森県内の勤務は初めてですが、ダム管理は１年振りとなります。

全国的にダムカードや点検放流・ライトアップ等、様々なイベントを通じて地域

と一緒に盛り上がってきたところに、昨年から日本の状況は大きく変わり、新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大による不要不急の外出自粛により大きな打撃を受け

ました。

当事務所が管理する浅瀬石川ダム・津軽ダムの見学者数は例年の７割程度に落ち

込んでいると聞いております。

東北地方の中でも県独自の「緊急事態宣言」を発出したところもあり、今後の見

通しは不明なところが多く、早く収束する方向に向いて欲しいものです。

なお津軽ダムにおいては、西目屋村の水陸両用バス「津軽白神号」が今月29日か

ら今シーズンの運行を開始するのに合わせて、夜間のライトアップを実施します。

３密をさけ、ソーシャルディスタンスを確保しながらの実施となりますが、ご容

赦下さい。

さて両ダムともに洪水調節やかんがい用水を始めとする各種利水補給、発電など

本来の目的を果たしてまいりましたが、令和元年度には津軽ダム流域において管理

開始以降、累積降雨の最小値を記録し、貯水率が３％を切ってしまいました。その

後に降雨がありダムの貯水量の回復がみられ、何とか渇水を回避できました。

また特に近年では、線状降水帯による集中豪雨や東北地方に直接上陸する台風な

どによる災害が毎年発生しており、気候が大きく変化しています。

これからもさらに地域の暮らしの安全・安心の下支えとして着実にその役割を

担ってまいりますので、地域の皆様方を始め、関係各位の格別のご支援とご協力を

お願い申し上げ着任のご挨拶といたします。
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岩木川ダム統管だより

岩木川ダム統合管理事務所

（浅瀬石川ダム・津軽ダム）

前：事務所長 長内伸夫

令和３年３月３１日付けで岩木川ダム統合管理事務所長を最後に国土交通省を定年

退職いたしました。平成３１年４月から２年間、皆様から公私にわたるご厚情を賜り

心から御礼申し上げます。とりわけ、浅瀬石川ダムと津軽ダムのそれぞれの恩恵を受

ける板柳町出身の私が、定年までの２年間を生まれ故郷で仕事ができたことは望外の

喜びでした。

下に示す写真は私の最も好きなものです。岩木山と津軽平野が一望でき、浅瀬石川

ダムと津軽ダムが地域の水瓶として、その重要な役割を担っていることを強烈に印象

づけるこの写真は、毎日の仕事の励みでもありました。

在任中の２年間を振り返ると、令和元年は津軽地方は希に見る少雨の年でしたが、

浅瀬石川ダム及び津軽ダムではかんがい用水を始めとして各種の用水補給をしっかり

と行うことができました。また、平成２４年に浅瀬石川ダムの貯水を水源とする上水

道で異臭味問題が発生したことを受けて、その後、再発防止策として湖水循環装置

（曝気装置）を設置しその効果が検証できたこと、さらには、新型コロナウイルス感

染症の感染拡大に伴ってダムを活用した各種イベントが中止に追い込まれるなど、ダ

ムの役割や機能をアピールできる機会が大幅に減少したことなどが脳裏に焼き付いて

います。

新型コロナウイルス感染症の影響はもうしばらく続くことになりそうですが、これ

からも地域の暮らしの安全・安心の下支えとして、また、活力に満ちた経済活動を支

える社会インフラとして、浅瀬石川ダム及び津軽ダムは着実にその役割を果たして参

りますので、地域の皆様方のご理解とご支援をよろしくお願い申し上げます。

結びに、ご支援をいただきました沿川自治体の皆様、各種委員会委員の皆様、そし

て何よりも地域住民の皆様に対して、改めて心から御礼を申し上げ離任のご挨拶とい

たします。
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岩木川ダム統管だより

国土交通省 東北地方整備局

岩木川ダム統合管理事務所

編集・発行

〒036-1422
青森県中津軽郡西目屋村大字居森平
字寒沢138-2

TEL 0172-85-3035
FAX 0172-85-3061

岩木川ダム統合管理事務所
ホームページアドレス
http://www.thr.mlit.go.jp/iwakito/
公式Twitter @mlit_iwakito

編 集 後 記

春らんまん。津軽ダムは昨年に比べ２日早く、３月３１日より
融雪による常用洪水吐からの自然越流（放流）が始まりました。
水が流れ落ちる豪快な音とともに存在感ある雄大な景色が広がっ
ています。ダムライトアップ実施日まで自然越流が続くことにな
れば、越流＆ライトアップのＷ演出となります。

また、浅瀬石川ダムは、昨年10月からの浅瀬石川発電所の工事
等に伴う代替放流が今も継続中です。ただし、浅瀬石川ダムのラ
イトアップについては今回機器整備の都合で実施出来ず、楽しみ
にしていただいている方には本当に申し訳ございません。

さあ、新たなシーズンの幕開けです！皆様のお越しをお待ちし
ております。（森下）

〈ホームページ〉 〈Twitter〉

４月２３日（金）１２時
からオープンします！

白神が故郷橋パークは、県道岩崎西目屋弘前線
冬期閉鎖解除に合わせて、４月２３日(金)12時から
入口ゲートをオープンします。

※詳細は、HPをご覧下さい
今年も沢山のご来場をお待ちしております。

春のライトアップ情報
津軽ダムでは、今春３種のライトアップを実施します！

第一弾 水陸両用バス『津軽白神号』今期の運行開始を記念して

『津軽ダム 春のライトアップ』

4月29日(木・祝)～5月5日(水・祝) 19：00～21：00

第二弾 世界赤十字デー

『RED LIGHT UP PROJECT 2021 IN 津軽ダム』

5月8日(土)  19：00～21：00

第三弾 看護の日 医療従事者の皆様へ感謝と敬意を込めて

『BLUE LIGHT UP in 津軽ダム』

5月12日(水) 19：00～21：00

※ 浅瀬石川ダムは、施設メンテナンスの都合により、春のライトアップはお休みです。
※ 災害が発生、または発生する恐れがある場合や、新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によってはライトアップを中止する場合がございます。
ご来訪前に、岩木川ダム統合管理事務所ホームページをご覧いただくか、電話にて当事務所へお問い合わせください。


